
報告書  

会議名称 
（邦文名） 第４回全国博士課程教育リーディングプログラム学生会議 
（欧文名） The 4th student meeting of Leading Graduate Schools 

主催団体 第 4 回全国博士課程教育リーディングプログラム学生会議 実行委員会 
開催日 平成 28 年 7 月 8 日（金） ～ 平成 28 年 7 月 10 日（日） 
開催場所 千葉 幕張メッセ国際会議場 
掲載 HP https://sites.google.com/site/the4thstudentmeeting/home 

 
 プログラム   

 Day1 8ｔｈ July 

  17:30-18:00 Registration 

  18:00-19:00 Lecture 1: Yoshihiko Hatanaka  

                    (Astellas Pharma Inc. President and CEO) 

19:20-20:40 Reception 

  20:40-21:00 Closing Remark, Schedule for Tomorrow 

 Day2 ９ｔｈ July 

    9:00-10:00 Registration 

   10:00-10:30 Opening Ceremony 

   10:30-11:00 Introduction of the Workshop 

   11:00-12:00 Lecture 2: Jun Suzuki  (TEIJIN LIMITED. President and CEO)  

   12:00-12:30 Lunch 

   12:30-13:00 Special Message 

             Operation Pumpkin King ~Hijack Forbes JAPAN !!~ 

 13:00-14:00 Workshop Phase 1 

   14:00-14:10 Coffee Break 

   14:10-15:20 Workshop Phase 2 

   15:20-15:30 Coffee Break 

   15:30-16:30 Workshop Phase 3 

   16:30-17:00 Closing Remark 

   19:00-21:00 Banquet 

   21:30- After Party 

 Day3 10ｔｈ July 

     9:00- 9:50 Workshop Wrap Up 

    10:00-11:00 Lecture 3: Akira Kadokura 

         (The 57th Japanese Antarctic Research Expedition, Expedition Leader) 

  11:10-11:40 Closing Ceremony 

  



 

参加した学生からの感想 

 今回、第 4 回リーディング学生会議に参加させていただいた。全国のリーディングプログラムを履

修している学生約 300 人が集まり、3 日間に渡って基調講演を聞き、ワークショップを行う会議だっ

た。基調講演では企業の CEO の方のプレゼンを生で聞き、バンケットでは直にお話を伺える貴重な

機会だった。 

一方で、ワークショップでは 1 班約 6 人でランダムに得られたキーワードから現実に必要な革新

的なものを提案するというものだった。参加者の約 4割が外国人だったため、バンケットの時間以外

は英語で議論を交わした。 

また、多くの人と知り合い、新たな知見を得ることができたことも、この会議に参加した成果だった。

例えば、九州大学の研究室で有機分子の研究をしている人や山形大学で有機 EL の研究室に所属

している人と知り合い、当該分野に関する新たな知見を得ることができた。学会などでは分野ごとに

分かれてしまうので、他分野の研究室に知り合いができたことは大きな成果だった。 

今回のリーディング学生会議を通して、企業のトップの方と直接議論し、異分野研究室の同世代

の人と知り合い、新たな知見を得ることのできた非常に有意義な 3 日間であった。 

 

   

（作成者 3 期生 理学研究科 M2 佐原 慶亮） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Picture 1 会場の様子          Picture 2 参加者全員の記念写真 
 
 
 


